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 能登半島地震から約１ヶ月が過ぎ、被災された皆さんの生活は、ますます苦しく辛い状態になっていると思います。そ
れでも必死に生きるために踏ん張っておられる方々に対し、私たちができることは何かと考えます。石川県では、３市町
の中学生約 850 人を対象に学習環境の確保に向けた集団避難が始まり、現在約半数の中学生が家族と離れて暮らしてい
ます。期間は２ヶ月ほどの予定とのことですが、全く先行きが分からない不安もあるうと思います。「親元で一緒に過ご
す方が、心の安定が保てるのではないか。」、「中学生にとって、学校の仲間と一緒に過ごすことも大切ではないか。」、「受
験を控えた子も多く、学習環境を少しでも整えてあげたい。」など、いろんな思いがあふれています。親自身や子ども自
身の苦しい胸の内も想像できます。集団避難をするのがいいのか、親元で生活を続けるのがいいか、本当に難しく、悩ん
でおられると思います。ある中学生が、「友達と会えるのはうれしいです。けれど、家族と離れるのは寂しいです。」と言
っていたのがよく分かります。今、復興に向け、多くの方が知恵を出し合い、勇気を出し合って取り組んでおられます。
私たちは、いや私は、何をどうしなければならないのか、真剣に考えて行動に移したいです。 
  
  

12 月の三者懇談の期間中、３年生の生徒と面談する機会がありました。その時、「あなたの親御さんのいいところはど
んなところですか。」と尋ねました。一番多かったのは、「自分が間違ったことをしたら叱ってくれる。」ということでし
た。反抗期であり、叱られたらムッとした表情になり、叱るのが難しいと思っておられる保護者の方も多いと思いますが、
子どもは真剣に叱ってくれる人を望み、感謝もしているようです。受験生として、家庭で進路を話し合う中で、そのこと
に気づけた子も多いようです。上記の「叱ってくれる人を持つことは大きな幸福である」とは、松下幸之助さんの言葉で
す。彼は、「人を育てること」にこだわりました。叱るには大きなエネルギ－が必要ですし、叱った後は叱った方も気ま
ずく感じたりします。それでも、しっかりと叱れるのは、愛情や期待があるからだと思います。思春期・反抗期の真っ只
中の生徒の皆さん、あなたは、叱ってくれる人を持っていますか？ あなたは、叱ってくれる人が持てるように素直な気
持ちで人の注意や忠告を聞けていますか？ 
  
  

桃映中の生徒の体力が低下していることについて、高校の先生と話す機会がありました。体力の低下は、コロナ禍の影
響も大きく、食生活や睡眠などの多くの原因があると思いますが、近年、運動嫌いやしんどいことをしたがらない生徒が
増えたようにも感じます。私は、体力と学力について関連性がないか、学年別・男女別に調べました。少ないサンプルと
は言え、関連性が見られたので高校の先生に尋ねると、「体力と学力は関連があると思います。」と話されました。さらに
「３つの体力が大切ですよ。」と聞き、私は知らなかったので、「３つの体力とは何ですか。」と聞き返しました。すると、
それは「体力と忍耐力と連帯力です。忍耐力が弱くなって、すぐにあきらめてしまい、困難に挑戦しようとしない傾向が
心配です。連帯力を高め、人と協力したりつながったり、コミュニケーションをうまくとれることも大切です。」と聞き、
私はそのとおりだと納得しました。３つの体力…「体力」・「耐力」・「帯力」。生徒だけではなく、私自身も大切にしたい
と思いました。                                    校長  一色 浩幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年 

２月号 

〈福知山市の教育目標〉自分のために 人のために 社会のために 共に幸せを生きる 人材の育成 
〈桃映中学校教育目標〉文武両道

スマホ使用のルールや約
束事があるという認識につ
いて、保護者と生徒の間で
は大きな差が見られます。
再度、各ご家庭でルール等
を確認していただく必要性
を強く感じます。 

コロナ禍以前（平成30年度）と過去３年間の比較 H30 R3 R4 R5 
保護者アンケートの回収率 95 92 75 99 

11 お子さんは、将来のことについて日ごろから家族と 
     話をされていますか。⇒肯定的な回答       

80 84 78 69 

16  お子さんにスマホを持たせておられますか。 
               ⇒「持たせている」と回答 

56 77 72 82 

17 お子さんとスマホの使用に関するルールや約束事を 
  決めておられますか。 ⇒「決めている」と回答 

79 75 72 71 

R5 生徒アンケート「40 スマホの使い方について、家庭のルールがある」と回答 52% 

スマホ所持率が年々高まっているのに対し、家庭で将来のことを語り合う機会はずいぶんと減ってきているよ
うです。子どもたちが「なりたい自分」のイメージをより鮮明に描いたり、憧れとする生き方を目指したりでき
るようになるためには、身近な大人からそのモデルを示してもらうことが大切なのではないかと思われます。 

私たちは、何をどうしなければならないのだろうか 

「叱ってくれる人を持つことは大きな幸福である」 

なりたい自分に向け、３つの体力は必要です。それは？ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 金  授業参観 PTA 総会 

５ 月  振替休業日 

７ 水  １年劇団四季観劇 

９ 金  あいさつ運動  

10 土  全校登校日  

私立高校入試 

14 水  学校運営協議会 

15 木  公立高校前期選抜 

16 金  １・２年一斉委員会 

22 木  公立高校前期選抜合格発表  

PTA 新本部役員会 

23 金  天皇誕生日 

28(水)・29(木) １・２年期末テスト 

 

 

１ 金  １・２年期末テスト 

６ 水  ３年給食最終日 

７ 木  生徒総会  公立高校中期選抜 

15 金  第 75 回卒業証書授与式 

18 月  １・２年総まとめテスト 

19 火  １・２年給食最終日 

20 水  春分の日 

22 金  修了式・進級式 

 

 

３ 水  離任式 

８ 月  着任式・始業式 学級発表 

９ 火  入学式 

11 木  給食開始 ＰＴＡ本部役員会 

18 木  ３年全国学力・学習状況調査 

20 土  春季大会 野球・ﾊﾞﾚｰ・ﾊﾞｽｹ・ﾃﾆｽ・ｻｯｶ  ー

21 日  春季大会 野球・卓球・ﾊﾞｽｹ・ｻｯｶ  ー

家庭訪問 23(火)24(水)25(木) 大正学区 

25(木)26(金)       庵我学区 

 

予定は変更することがあります。 

39 メールでお知らせします。 

冬休みの宿題を各学級の教室に掲示しました。 
１年「不言実行」 
田中 若葉  塩見 心都  谷本菜々海   
堀井 彩葉  水谷 泰輔 

２年「大志を抱く」 
嶋田凜之介  谷口 晴翔  大槻 千翔   
衣川 愛美  衣川 琉生   
小林 芽生  福井 翔大 

３年「旅立ちの春」 
志水 玲斗  衣川穂音花   
横山 絢菜  

世界の学びを救う力に… 
２年「ふるさと講演会」１/29(月)

日本ユネスコ協会連盟の「世界寺子屋運動」に協力
するため、生徒会で書き損じハガキの回収に取り組み
ました。堀会館、堀児童館、庵我児童館、桃映地域公
民館にも回収箱の設置に協力していただきました。 

回収されたハガキは福知山ユネスコ協会に寄付し
て募金に換えられ、年齢・宗教・性別等にかかわらず、
すべての人が公平に教育を 
受けることができるように 
するために使われます。 

生徒会でも、全校生徒一人 
一人が安心・安全に学べる 
学校づくりをさらに進めようと活動します。 

校内書き初め展 金賞  
2/10(土)全校登校日 

。 

給食はありません。 

弁当が必要です！ 

講師  福知山市役所  
シティプロモーション係  宇都宮 萌 様  

 「いがいなステキに出会えるまち」をキャッチコピー
にまちづくりを推進する福知山市の様々な取組につい
て市役所職員の方から話を聞き、福知山の魅力につい
て理解を深めました。 

また、様々な問題点にも関心を 
持ち、自らができることを具体的 
に考え、将来の地域創生に積極的 
に参画する意欲が高まりました。 

生徒たちの充実した学校生活のために様々なご支援
をいたただきました。１年間ありがとうございました。

地域未来塾 
2/ 6(火) 
13(火)閉講式 

テスト前GG 
１・２年期末前 
2/22(木)・26(月) 

  会    長  蘆田 里美 様（庵我） 
  副 会 長  田中  雄  様（大正） 
 副 会 長  片山亜由美 様（大正） 
  庶 務 部 長  早川 諭子 様（庵我） 

  社会研究部長  横山 麻美 様（大正） 
保健安全部長  髙橋 雪恵 様（大正） 

  会    計  藤原 雅美 様（大正） 
 会 計 監 査  水谷 可奈 様（大正） 

令和元年度から昨年度までは、新型コロナウィルス感染症対策として様々な制約を受けながら、
卒業生を送り出す晴れの舞台を試行錯誤の末になんとか創り出してきました。５類感染症移行後
初となる今年度は、コロナ禍以前まで慣例的に行われていた内容を見直し、新しい卒業式を再構
築できるよう準備を進めています。式は、３月１５日（金）９時 30 分より本校体育館で開始します。
厳粛な雰囲気の中にも、ぬくもりを感じられる式典を成功させ、卒業生66 名の門出を祝います。 

２月２日（金）13 時25 分から５校時の授業参観、
その後にＰＴＡ総会を実施します。学校生活の動画
上映や生徒会新役員の紹介もあります。次年度PTA
本部役員の皆さんもご紹介します。ぜひ、多数の会員
の皆さんにご参加いただきますようお願いします。 

第 75 回卒業証書授与式 ～アフター・コロナの新しい式典で門出を祝う～ 

 入選  

作文に付けられた題名も紹介します。 
芦田 菜愛 

早川紗和子 人生を楽しく生きるために 

新宮 悠史 人のために火をともせ 



 

 

 

  

 

 


